
第７次地域福祉活動計画の令和６年度の進捗状況について

施策の方向性１　学びの場をつくり、福祉人材を育成する

R4実績（下段） R5実績（下段） R6実績（下段）

新規ボランティア登録者数180人

市民後見人養成者延べ205人
市民後見人活動者延べ36人

新規ボランティア登録者数200人

市民後見人養成者延べ205人
市民後見人活動者延べ38人

新規ボランティア登録者数250人

市民後見人養成者延べ225人
市民後見人活動者延べ40人

＜ボランティア＞
新規ボランティア登録者数235人

＜市民後見人＞
市民後見人養成者
延べ　199人
市民後見人活動者
延べ　　31人
養成研修［前期課程］実施
受講・修了13人

＜ボランティア＞
新規ボランティア登録者数227人

＜市民後見人＞
市民後見人養成者
延べ　211人
市民後見人活動者
延べ　　34人
養成研修[後期課程］実施
受講　12人

＜ボランティア＞
新規ボランティア登録者数231人

＜市民後見人＞
市民後見人養成者
延べ　234人
市民後見人活動者
延べ　27人
養成研修[前期課程]　実施
受講　23人

情報誌の発行
貸出・講師派遣等50件

情報誌の発行
貸出・講師派遣等55件

情報誌の発行
貸出・講師派遣等65件

情報誌の発行
貸出・講師派遣等299件
（同日に複数の福祉体験用具の貸出を
行った場合は、別々にカウントしてい
たが、複数でも１件として捉えると
170件となる。）

情報誌の発行
貸出・講師派遣等１４１件

情報誌の発行
貸出・講師派遣等205件

講習会8回
講師派遣10回

講習会8回
講師派遣12回

講習会8回
講師派遣15回

講習会　　12回
講師派遣　18回
パンフレット作成　14,000部

講習会　　11回
講師派遣　14回
パンフレット作成　11,000部

講習会　　10回
講師派遣　19回
パンフレット作成　15,000部

研修会4回 研修会4回 研修会4回

年4回実施（市3回、各区1回）
若葉区は未実施
延べ参加者256人

年4回実施（市3回、各区1回）
延べ参加者４８５人

年4回実施（市3回、各区1回※美浜
区2回）
延べ参加者３１２人

研修会4回 研修会3回 研修会3回

＜民生・貸付班＞
民生委員・児童委員全体研修実施
・参加者530人
地区民児協会長・副会長研修実施
・参加者226人

＜研修C＞
主任児童委員研修実施
・参加者28名
新任民生委員・児童委員研修実施
・参加者333名

＜社会福祉班＞
　民生委員・児童委員全体研修会実施
　参加者８９０人（県文化会館修繕に
伴う千葉市民会館への会場変更のた
め、参加者を制限）
　地区民児協会長・副会長研修
　　 参加者 220人
＜研修C＞
　主任児童委員研修
　　 参加者 　68人

＜社会福祉班＞
　民生委員・児童委員全体研修会実施
　参加者791人（県文化会館修繕に
伴う千葉市民会館への会場変更のた
め、参加者を制限）
　地区民児協会長・副会長研修
　　 参加者221人

＜研修C＞
　主任児童委員研修
　　 参加者 　114人

所管
当初３年間の計画（上段）

＜ボランティア＞
　概ね計画どおり進捗していま
す。

＜市民後見人＞
　概ね計画どおり進捗していま
す。

　概ね計画どおり進捗していま
す。

＜社会福祉班＞
　計画どおり進捗しています。

＜研修C＞
　計画どおり進捗しています。

VC

後見Ｃ
1

2

№ 　　R６自己評価

○

○

○

R６決算額

＜ボランティア＞
（市補助・会費・共募・V基）
 3,606千円

＜市民後見人＞
（受託金）
234千円

（市補助・会費・共募・V基）
 3,487千円

（受託金）
216千円

（会費・共募）
141千円

福祉教育の推
進

小・中学校の児童・生徒や住民が地域福祉へ関心を持
ち、理解を深めてもらうために、学校や地域で行う福祉
教育を推進します。

学校や地域等に福祉体験用具の貸出、本会職員による
出前講座等を行います。

また、学校における福祉教育が円滑に行われるよう、
学校教員や小・中学校の児童・生徒に対し情報紙や冊子
を配布するとともに、教員向け福祉教育講座を開催しま
す。

なお、毎年、市立小・中学校６校を３年間、ボラン
ティア活動推進協力校として指定し、企画・提案や助成
金を通じて、学校が行う福祉教育を支援します。

取組内容事業概要取組項目

ボランティア
活動等の推進

　市民のボランティア活動への参加を促すため、情報提
供・啓発や講座を開催し、新たなボランティア活動や地
域活動の担い手となる人材を確保・育成します。
　また、判断能力が十分でない方が安心、安全でより豊
かな生活を送れるよう、将来、市民後見人として活動す
ることを希望する住民に、成年後見人等に必要な知識等
を習得する機会を提供します。

＜ボランティア＞
　ボランティアの相談・登録を行い、ボランティア情報
紙等を発行して、ボランティア情報を提供します。
　また、新たにボランティア活動に参加する人やすでに
登録しているボランティアに対し、多種多様なボラン
ティア講座を開催し、人材の確保・育成に努めます。
＜市民後見人＞
　２５歳から７０歳までの住民に対し、基礎編、応用・
実務編として２か年度に渡り、成年後見人等に必要な知
識等を習得する養成研修を実施します。

○ VC

後見C

4
地区部会活動
従事者に対す
る研修の実施

地区部会活動に有益な知識やスキルを提供できるよ
う、地区部会従事者に対する研修を実施します。

アンケート等により地区部会の意見・ニーズを収集
し、研修を実施します。

　計画どおり進捗しています。 ○ 推進班

3
成年後見制度
の普及・啓発

認知症や知的障害、精神障害などのために判断能力が
十分でない方の権利や財産を守ることができる成年後見
制度について広く周知を図ります。

ホームページによる情報提供、パンフレットの作成、
講習会の開催及び講師の派遣を実施します。

　市内の小・中学校の他、専門
学校や福祉施設、企業等へも福
祉体験用具を貸出しており、計
画どおり進捗しています。

社会福祉
班

研修C

5
民生委員・児
童委員に対す
る研修の実施

民 生委 員・ 児童 委員 （以 下「 主任 児童 委員 を含
む。」）に対し、民生委員・児童委員としての人格識見
の向上と職務を行ううえで必要な知識及び技術の修得の
ため、民生委員・児童委員の活動方法、活動上の心得、
社会福祉の動向等について必要な研修を実施します。

＜民生・貸付班＞
民生委員・児童委員全体研修、地区民児協会長・副会

長研修を年１回実施します。
＜研修C＞
　主任児童委員研修を年１回実施します。

改選時（３年毎）に新任民生委員・児童委員を対象と
した新任研修を実施します。

＜民生・貸付班＞
（受託金）
704千円

＜研修C＞
（受託金）
110千円

【「R６委員会評価」欄の○△×について】

○ 計画どおり、概ね計画どおり進んでいる

△ 計画に遅れがみられる

× まだ、着手できていない
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施策の方向性２　身近な地域で支援が届くしくみをつくる

R4実績（下段） R5実績（下段） R6実績（下段）

35地区部会エリア 37地区部会エリア 39地区部会エリア

支援
（1地区増・計34地区部会エリア）

支援
（7地区増・計41地区部会エリア）
見守り活動マニュアルを改訂し、地区
部会に配付するとともに本会ホーム
ページに掲載しました。

支援
（4地区増・計45地区部会エリア）

27地区部会エリア 28地区部会エリア 30地区部会エリア

支援
（1地区増・計26地区部会エリア）

支援
（1地区増・計2７地区部会エリア）
支えあい活動マニュアルを改訂し、地
区部会に配付するとともに本会ホーム
ページに掲載しました。
既存の支えあい活動のほか、新たに
「家庭ごみ排出代行事業」を立ち上げ
た地区部会があります。また、新たに
1地区部会エリアで活動が始まりまし
た。

支援
（増減なし・計27地区部会エリア）

ホームページ更新
情報交換会開催

ホームページ更新
情報交換会開催

ホームページ更新
情報交換会開催

　千葉市と千葉市こども食堂ネット
ワークと本会による情報交換会を開催
しました。
　本会のホームページに、こども食堂
欲しいものリストを掲載するととも
に、各種助成金情報を周知・申請の支
援を行いました。
　また子ども食堂ネットワーク主催の
子ども食堂運営者向け研修やイベント
を共催しました。

千葉市と千葉市こども食堂ネットワー
クと本会による情報交換会を開催しま
した。
　本会のホームページに、こども食堂
欲しいものリストを掲載するととも
に、各種助成金情報を周知・申請の支
援を行いました。
　また子ども食堂ネットワーク主催の
子ども食堂運営者向け研修を共催しま
した。

千葉市と千葉市こども食堂ネットワー
クと本会による月例情報交換会に参加
しました。
　本会のホームページに、こども食堂
欲しいものリストを掲載するととも
に、各種助成金情報の周知、申請の支
援を行いました。
　また、同ネットワーク主催の子ども
食堂運営者向け研修を共催しました。

所管
当初３年間の計画（上段）

　　R６自己評価№ 取組項目 事業概要 取組内容

△

計画に遅れが見られます。
　引き続き、地区部会や町内自
治会への働きかけを行い、新規
立ち上げに向けて支援していき
ます。

R６決算額

6
見守り活動の
促進
《重点》

住民同士による日常的な見守りや安否確認等が行われ
るよう、新規立ち上げや活動の継続に向けて支援しま
す。

地区部会エリアで見守り活動が拡充するよう、ノウハ
ウの提供や助成を通じ支援します。

　45地区部会エリア（計296町
内自治会　助成金未申請分含
む）で活動されており、計画値
を達成しました。
　引き続き、地区部会や町内自
治会からの相談対応等を通じ支
援していきます。

○ 推進班
（共募）
1,240千円

推進班

8
子どもの居場
所づくりへの
支援

子どもたちが安心して過ごすことができ、人や社会と
関わる力や自己肯定感を育むことができるよう、子ども
の居場所づくりに取り組んでいる団体を支援します。

子どもの居場所づくりに取り組む団体同士をつなぎ情
報共有ができる場をつくり、ホームページ等での情報発
信などによって、子どもの居場所づくりの創設と活動継
続に向けた支援を行います。

　計画どおり進捗しています。 ○ 推進班

7
地域支えあい
活動の促進
《重点》

住民同士による生活支援等の支えあい活動が行われる
よう、新規立ち上げや活動の継続に向けて支援します。

地区部会エリアで支えあい活動が拡充するよう、ノウ
ハウの提供や各種助成金制度を活用し支援します。

―

（共募）
8千円
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施策の方向性３　いきいきと暮らせる地域をつくる

R4実績（下段） R5実績（下段） R6実績（下段）

50地区部会
3,000回
参加者・ボランティア延べ51,000人

57地区部会
3,420回
参加者・ボランティア延べ58,140人

64地区部会
3,840回
参加者・ボランティア延べ65,200人

支援
56地区部会
2,753回
37,479人
【参考】
＜助成金対象外＞
　1,697回
　18,272人
＜合計＞
計4,450回
計55,751人

支援
61地区部会
3,593回
54,73９人
【参考】
＜助成金対象外＞
　1,980回
　21,835人
＜合計＞
計5,573回
計76,574人

支援
66地区部会
4,005回
58,765人
【参考】
＜助成金対象外＞
　2,301回
　25,720人
＜合計＞
計6,306回
計84,485人

35地区部会
455回
参加者・ボランティア延べ13,650人

44地区部会
572回
参加者・ボランティア延べ17,160人

53地区部会
689回
参加者・ボランティア延べ20,670人

支援
41地区部会
438回
7,614人
【参考】
＜助成金対象外＞
　68回
　830人
＜合計＞
計506回
計8,444人

支援
51地区部会
580回
10,239人
【参考】
＜助成金対象外＞
　67回
　844人
＜合計＞
計647回
計11,083人

支援
51地区部会
602回
10,735人
【参考】
＜助成金対象外＞
　68回
　987人
＜合計＞
計670回
計11,722人

25地区部会
450回
参加者・ボランティア延べ5,850人

27地区部会
486回
参加者・ボランティア延べ6,318人

29地区部会
522回
参加者・ボランティア延べ6,786人

支援
24地区部会
448回
4,625人
【参考】
＜助成金対象外＞
　301回
　2,661人
＜合計＞
計749回
計7,286人

支援
26地区部会
480回
5,054人
【参考】
＜助成金対象外＞
　313回
　2,735人
＜合計＞
計793回
計7,789人

支援
23地区部会
465回
4,591人
【参考】
＜助成金対象外＞
　332回
　2,970人
＜合計＞
計797回
計7,561人

19地区部会
203回

29地区部会
278回

37地区部会
343回

支援
11地区部会
88回

支援
23地区部会
155回

支援
29地区部会
21１回

１か所 ２か所 ４か所

稲毛いきいきプラザで地域の大人から
子どもまでが楽しめるイベントを開催
し、各種イベントブースに延べ754
人の参加がありました。
また、利用者がボランティアとして運
営の協力を得ることもでき、住民同士
の支え合いの啓発にも繋げることがで
きました。
来場者393人（内子ども97人）

中央区「秋祭り」1,120人
稲毛区「粋いき夏祭り」902人
花見川区「夏祭り」1,573人
　　　　「クリスマス」1,386人
美浜区「人と人がつながる」53人

中央区「夏まつり」1,426人
「秋まつり」1,008人
花見川区「いきいきプラザの夏まつり
in hanamigawa」他2回　計4,276
人
稲毛区「粋いき秋まつり」615人
若葉区「わかば秋フェス」1,654人
「ゲートボール大会」38人
緑区「鑑識体験」「茶道体験」他8回
計198人

○
いきいき
プラザ

№ 所管
当初３年間の計画（上段）

　　R６自己評価R６決算額取組項目 事業概要 取組内容

〇 推進班

10
ふれあい・子
育てサロンの
促進

身近な地域で交流を望む子育て中の親がほっとするひ
と時を過ごすため、地区部会が実施するサロン活動を支
援します。

助成等を通じ、地区部会を支援し拡充に努めるととも
に、施設福祉部門の専門職をサロン活動に派遣し、参加
者が抱える相談に対応するなど活動内容の充実を図りま
す。

　助成金交付基準の緩和を継続
し、前年度実績（51地区部会
580回）に比べて実施地区部会
数は同数でしたが、実施回数が
増加しました。
　なお、参加者・ボランティア
数については、前年度
（10,239人）より増加しまし
たが、目標値には至りませんで
した。
　引き続き、地区部会や町内自
治会への働きかけを行い、活動
継続、新規立ち上げに向けて支
援します。

△ 推進班

9

ふれあい・い
きいきサロン
の促進
《重点》

高齢者が生きがいをもって、いきいきと暮らしていけ
るよう、地区部会が実施するサロン活動を支援します。

助成等を通じ、地区部会を支援し拡充に努めるととも
に、施設福祉部門の専門職をサロン活動に派遣し、活動
内容の充実を図ります。

（市補助・会費・共募）
6,008千円

（市補助・会費・共募）
903千円

　助成金交付基準の緩和を継続
し、前年度実績（61地区部会
3,593回）に比べて実施地区部
会数、実施回数とも増加し、目
標値を達成しました。なお、参
加者・ボランティア数も前年度
（54,739人）より増加しまし
たが、目標値には至りませんで
した。
　引き続き、地区部会や町内自
治会への働きかけを行い、活動
継続、新規立ち上げに向けて支
援します。

△ 推進班

12
ふれあい食事
サービス事業
への支援

ひとり暮らし高齢者などを対象に、見守りを兼ねた配
食や、会食を伴う交流事業を行う地区部会に助成・援助
します。

　助成等を通じ、実施地区部会を支援します。
また、開催方法の工夫などについて情報提供していき

ます。

　前年度実績（23地区部会155
回）に比べて実施地区部会数、
実施回数ともに大幅に増加しま
したが、目標値には至りません
でした。
　引き続き、活動を継続する地
区部会を支援します。

△ 推進班

11
ふれあい・散
歩クラブの促
進

高齢者が生きがいをもって、いきいきと暮らしていけ
るよう、気軽に始めることができる散歩クラブを実施す
る地区部会を支援します。

助成等を通じ、地区部会を支援し拡充に努めるととも
に、施設福祉部門の専門職をクラブ活動に派遣し、活動
内容の充実を図ります。

（市補助・会費・共募）
465千円

（会費・共募）
2,274千円

　実施地区部会数、実施回数と
も目標値を下回りました。（前
年度実績26地区480回）
　引き続き、地区部会や町内自
治会への働きかけを行い、活動
継続、新規立ち上げに向けて支
援します。

13
多世代交流等
の推進
《新規》

いきいきプラザで高齢者だけにとらわれず地域で暮ら
す多様な方々が交流できる場を設け、地域の仲間づくり
を支援し、助けあい、支えあいの意識の啓発に繋げま
す。

地域で暮らす高齢者、障害者、子育て世代等の当事者
が参画し、お互いに交流するイベントを開催します。

また、共助という観点や地域の方々にも役割を担って
いただくという意味合いからもボランティアを養成し、
イベントの運営に協力していただきます。

―

　計画以上の5か所、回数も18
回実施できました。
　各区で特色を出し、イベント
内容も幅広くなり、いきいきプ
ラザ・センターの地域多世代交
流事業が地域に少しずつ根付い
てきました。
　次年度は全区で実施予定と
なっていますので、今後継続し
ていくために、しっかりとした
土台をつくりたいと考えます。
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施策の方向性４　どんな相談にも寄り添う体制をつくる

R4実績（下段） R5実績（下段） R6実績（下段）

実施 実施 実施

＜個別支援＞
事例件数　115件

＜会議・研修＞
CSW会議12回
内、CSW事例検討会　2回
内、研修会　1回

＜個別支援＞
事例件数　９０件

＜会議・研修＞
CSW会議１２回
内、CSW事例検討会　３回

＜個別支援＞
事例件数　147件

＜会議・研修＞
CSW会議１２回
内、CSW事例検討会　３回

実施 実施 実施

＜コミュニティソーシャルワーカー＞
・地域資源立ち上げ件数　42件

＜生活福祉資金の貸付＞
・申請件数　1,229件
・決定件数　735件
・決定金額　301,089,100円

＜生活困窮者の自立支援＞
・新規相談受付件数  926件
・プラン作成件数  426件
・関係機関等との会議等782件

＜権利擁護支援＞
・日常（利用者数）　353人
・後見（受任件数）　　42人

＜生活支援コーディネーター＞
・毎月、第２層コーディネーターとの
定例会を開催
・区協議体を各区年１回開催

＜コミュニティソーシャルワーカー＞
・地域資源立ち上げ件数　24件

＜生活福祉資金の貸付＞
・申請件数　359件
・決定件数　321件
・決定金額　190,720,100円

＜生活困窮者の自立支援＞
・新規相談受付件数 914件
・プラン作成件数  394件
・関係機関等との会議等　1,235件

＜権利擁護支援＞
・日常（利用者数）　334人
・後見（受任件数）　  39人

＜生活支援コーディネーター＞
・毎月、第２層コーディネーターとの
定例会を開催
・区協議体を若葉区は年3回、花見川
区、稲毛区、緑区、美浜区は年1会開
催

＜コミュニティソーシャルワーカー＞
・地域資源立ち上げ件数　13件

＜生活福祉資金の貸付＞
・申請件数　290件
・決定件数　235件
・決定金額　117,496,000円

＜債権管理事業＞
・架電件数　5,368件
・戸別訪問数　1,074件
・生活相談会延べ参加者数　51名

＜権利擁護支援＞
　・日常（利用者数）　337人
　・後見（受任者数）　　37人

＜生活支援コーディネーター＞
・毎月、第２層コーディネーターとの
定例会を開催
・協議体を下記のとおり設置
花見川：区1、圏域別5
稲毛：区2
若葉：区1、圏域別1
緑：区1、圏域別1
美浜：区1

○

推進班
相談支援

班
仕事C
後見C

地域支援
班

15
地域生活課題
の解決に向け
た支援

高齢者や障害者、生活困窮者など、生活課題を抱える
方が住み慣れた地域で自立した生活を継続できるよう、
関係機関と連携して支援します。

＜コミュニティソーシャルワーカー＞

困難を抱えた方からの相談や地域に出向いた際に得た
地域生活課題に対し、ニーズに応じた支えあいの仕組み
づくりを行います。
＜生活福祉資金の貸付＞

低所得世帯、障害者世帯又は高齢者世帯に対し、資金
の貸付けを行うことにより、その経済的自立及び生活意
欲の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図
り、安定した生活を送れるよう民生委員・児童委員や自
立相談支援機関等の関係機関と連携しながら支援しま
す。
＜生活困窮者の自立支援＞

千葉市貧困対策アクションプランを踏まえ、包括的な
相談支援として、個人に対してワンストップ型の相談窓
口により情報・サービスの拠点として機能し、一人ひと
りの状況に応じ自立に向けた支援計画を作成し生活困窮
者支援を行います。

また、地域ネットワークの強化・社会資源の開発など
地域づくりを行います。
＜権利擁護支援＞

日常生活自立支援事業の実施及び、本会が成年後見人
等を受任して判断能力が十分でない方の権利擁護を図り
ます。
＜生活支援コーディネーター＞

日常生活圏域で活動する第２層コーディネーターの総
合調整、活動支援及び定例会を開催します。地域づくり
推進を目的とした中心的な団体等との連携促進・ネット
ワーク構築及びシンポジウムや交流会等を開催します。
多様な関係主体間の定期的な情報共有及び連携協働を推
進するための区域協議体を開催します。

＜コミュニティソーシャルワー
カー＞
　前年度実績の約半数の状況で
す。
　引き続き、地域生活課題の解
決に向けて関係機関と連携し、
ニーズに応じた支えあいの仕組
みづくりを実施していきます。

 ＜生活福祉資金の貸付＞
　概ね計画どおり進捗していま
す。

＜生活困窮者の自立支援＞
　概ね計画どおり進捗していま
す。

＜権利擁護支援＞
　概ね計画どおり進捗していま
す。

＜生活支援コーディネーター＞
　概ね計画どおり進捗していま
す。

＜コミュニティソーシャルワーカー＞
－

＜生活福祉資金の貸付＞
（受託金）
　20,661千円

＜債権管理事業＞
（受託金）
　133,627千円

＜生活困窮者の自立支援＞
（受託金）
  63,187千円

＜権利擁護支援＞
（市補助・事業収入）
日常　50,007千円
（市補助・事業収入）
後見　12,310千円

＜生活支援コーディネーター＞
（受託金）
  25,6８０千円

№ 取組項目 事業概要 取組内容
当初３年間の計画（上段）

　　R６自己評価 所管

14

コミュニティ
ソーシャル
ワーク機能の
強化
《重点》

「地域共生社会」の実現に向けて、複合化・複雑化し
た問題を受け止める多機関の協働による包括的な相談支
援体制や住民等が主体的に地域生活課題を把握して解決
を試みる体制の構築を図ります。

コミュニティソーシャルワーカーが中心となり、生活
自立・仕事相談センターや成年後見支援センターなど関
連部署が連携して、支援の手が届かない制度の狭間にい
る人たちに寄り添いながら困りごとの解決に向けた支援
を行います。

　新規の個別支援は前年度実績
（90件）の約1.6倍となりまし
た。
　引き続き、地域生活課題の解
決に向けた体制の構築を図って
まいります。

〇 推進班

R６決算額

―

4



施策の方向性５　地域の様々な団体と連携・協働する

R4実績（下段） R5実績（下段） R6実績（下段）

実施 実施 実施

協議会開催　3回
 千葉市とともに、千葉県弁護士会等
の各種専門職団体、当事者団体、千葉
市あんしんケアセンター、千葉市障害
者基幹相談支援センター、千葉家庭裁
判所などが参画する協議会を運営し、
判断能力が十分でない方に対して適切
な権利擁護支援が図られるよう、現状
把握や意見交換等によって更なる連携
強化を図りました。

協議会開催　3回
 千葉市とともに、千葉県弁護士会等
の各種専門職団体、当事者団体、千葉
市あんしんケアセンター、千葉市障害
者基幹相談支援センター、千葉家庭裁
判所などが参画する協議会を運営し、
判断能力が十分でない方に対して適切
な権利擁護支援が図られるよう、現状
把握や意見交換等によって更なる連携
強化を図りました。

協議会等開催　２回
　千葉市とともに千葉県弁護士会等の
各種専門職団体等と成年後見制度の利
用促進にかかる地域連携ネットワーク
の構築に向けた専門調査会を開催し、
判断能力が十分でない方に対して適切
な権利擁護支援が図られるよう、現状
把握や意見交換等により必要な方策の
検討を行いました。

1校
（計8校）

1校
（計9校）

1校
（計10校）

　新たに植草学園大学と連携し、学生
ボランティアサークルが主体となって
運営する中・高生向けのフリースペー
スの立ち上げ支援を行いました。

新たに千葉経済大学、松波地区部会、
中央区・稲毛区事務所が連携し、地域
食堂での地域住民と学生ボランティア
との交流や学習支援の場づくりの支援
を行いました。
また、3件の新規連携事業（小学生
サークルのボッチャ体験ボランティ
ア、こども食堂でのフリースクールの
学習支援ボランティア、商業施設の地
域開放スペースの利用）を推進しまし

新規の大学（市内）との連携はありま
せんでした。
すでに連携済みの千葉大学と轟・穴川
地区部会、稲毛区事務所が連携し、学
生の学外での地域活動への参加、交流
から学びを得るソーシャルラーニン
グ、また、同大学、高洲第一団地、美
浜区事務所が連携し、健康測定やスマ
ホ相談会の実施を支援しました。

3法人
（計31法人）

3法人
（計34法人）

6法人
（計40法人）

  新規立ち上げには至りませんでした
が、花見川区では区事務所といきいき
プラザに加え、あんしんケアセンター
さつきが丘、205地区民生委員児童
委員協議会と連携し、移動手段に不便
を抱えている高齢者が多くいるとの情
報があった地区を対象に、買物支援
サービスを試行的に2回実施しまし
た。

3法人増（計31法人）
　若葉区で本会施設である和陽園によ
る買い物支援が新たに1件立ち上がり
ました。
　また、若葉区で地区部会が主催する
敬老会に施設（和陽園、新たに2法
人）の協力により、送迎バスを運行し
ました。

２法人増（計3３法人）
　若葉区において、若松地区部会が主
催するふれあい・いきいきサロンの実
施場所としてバウムあすみの丘（社会
福祉法人勝曼会）の協力による地域交
流スペースの活用及び同法人の専門職
による介護講座を実施しました。ま
た、美浜区において、でい・まさご
（社会福祉法人千葉市手をつなぐ育成
会）の協力により、区内小学校の２年
生を対象に障害についての福祉講座を
実施するなど、新たに２法人と連携し
ました。

情報収集 情報収集 連携

情報収集
11月22日に生活協同組合コープみら
いと「食品等の寄贈に関する覚書」を
締結し、お米（5キロ入り379袋、1
キロ入り172袋の計551袋）を寄贈
いただき、生活支援課と連携しコロナ
禍で生活に困っている方や母子生活支
援施設、児童養護施設などに提供しま
した。

情報収集
連携に向けて、数団体と打合せを行い
ました。

連携
数団体と連携し、地域活動を行いまし
た。

情報収集 情報収集 連携

情報収集
情報収集
数企業と連携し、地域活動を行いまし
た。

連携
数企業と連携し、地域活動を行いまし
た。

講座2回
訓練2回
資機材の整備

講座2回
訓練2回
資機材の整備

講座2回
訓練2回
資機材の整備

講座2回
訓練2回
資機材の整備

講座2回
訓練2回
資機材の整備

講座2回（研修含む）
訓練1回
資機材の整備

所管

○ 後見C

　計画値（6法人増）の3分の１
の状況です。
　引き続き、市内社会福祉法人
への働きかけを行ってまいりま
す。

△ 推進班

当初３年間の計画（上段）
　　R６自己評価№ 取組項目 事業概要 取組内容 R６決算額

17
大学と地域の
連携の推進

地域の問題に対して、大学や学生のスキルを活かし、
地域活動に反映していきます。

市内にキャンパスを有する千葉市・大学連絡会議に参
画している１３大学と連携し、地域活動につなげていき
ます。

　既存の連携済大学と引き続き
連携を図りましたが、新規の大
学との連携はありませんでし
た。
　引き続き、市内大学への働き
かけを行ってまいります。

△ 推進班

16

権利擁護の
ネットワーク
づくり
《新規》

権利擁護が必要な方が適切に支援を利用できるよう、
各種専門職団体や関係機関との間で連携強化を図りま
す。

行政、司法・福祉・医療の専門家、住民等による協議
会を設置し、権利擁護を必要とする方が早期に発見され
適切な支援が受けられるよう仕組みを構築します。

　概ね計画どおり進捗していま
す。

（受託金）
39千円

―

19
NPO・団体と
の連携・協働
《新規》

地域における活動が広がるよう、NPO・団体と連携
していきます。

地域におけるNPO・団体の活動を把握し、地域課題
解決のため連携・協働します。

　概ね計画どおり進捗していま
す。

○ VC

18

社会福祉法人
の地域におけ
る公益的な取
組の促進
《重点》

地域における公益的な取組が広がるよう、社会福祉法
人を支援します。

社会福祉法人と地域のニーズに合った「地域における
公益的な取組」を提案し、地域の課題解決に努めます。

また、本会自らも「地域における公益的な取組」を実
施します。

（会費）
168千円

（会費）
 165千円

21
災害時の体制
整備の強化
《重点》

災害ボランティアセンターの体制強化のため、平時か
ら行政とＮＰＯ等の団体との三者連携や、本会職員とと
もに活動できるボランティアを養成し、発災時には速や
かに災害ボランティアセンターを設置・運営できるよう
にします。

災害時に本会職員と協働で運営できるスタッフを養成
し、本会職員と運営ボランティアによる災害ボランティ
アセンター設置・運営訓練を実施します。
　また、災害資機材の整備を行います。

　九都県市合同防災訓練が台風
接近のため中止となり、合わせ
て行っていた第1回目の訓練を
中止しましたが、概ね計画どお
り進捗しています。

○ VC

20
企業等との連
携・協働

　企業等の社会貢献活動が広がるよう支援します。
また、企業のSDGｓの取組みを把握し、地域共生社

会の実現に向けて連携していきます。

企業等からの相談に基づき、社会貢献活動の提案を行
うとともに、企業等の取組みの参考になるような事例を
収集し、本会ホームページに掲載します。

また、地域活動の活性化を図るため、企業等のSDG
ｓの取組みと連携します。

―

（市補助・共募）
 1,108千円

　概ね計画どおり進捗していま
す。

○ VC

5


